
＜機械・農作業の共同化に取り組む事例 集団的かつ持続可能な支援体制の構築に積極

的に取り組む事例＞

○高齢化等による耕作放棄地の防止対策の取組み

１．集落協定の概要

市町村･協定名 北海道空知郡南富良野町下金山
そらちぐんみなみふらのちょうしもかなやま

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
144 ha もち米 麦 牧草等

交 付 金 額 個人配分 ５０％
1,033万円 共同取組活動 集落の各担当者の活動に対する経費 ２％

（50％） 農業生産活動に対する経費 １５％
農業生産活動等の体制整備に対する経費 ２３％
その他 １０％

協 定 参 加 者 農業者 ２６人 開始：平成12年度

２．取組に至る経緯

・当集落は、農家の高齢化や担い手の減少による耕作放棄地の増加が懸念される。こ

のことから、本制度を活用し作業効率向上のための農業機械の共同利用の推進を図り

労働力不足の解消のための作業受委託を実施し、これまで以上に集落の総力を集め、

併せて水路や農道の管理と集落の合意形成を図る事が必要である。

３．取組の内容

農業者の高齢化が進み、作業の省力化、経費の節減のためにも農作業受委託や農業

機械の共同作業を進めており、平成22年度は小麦の播種、整地作業を合わせて約60ha

を実施している。

また、地場産農産物等の加工・販売として集落内の農産物直売所「さくら」にて下

金山集落と隣接する金山集落の協定参加農家が合同で平成18年４月に開設し、年間の

売り上げ額は約530万円ほどとなっている。

その他にも、水路の改修や農道のコンクリート舗装や、集落内の地域活動・行事に

も積極的に取り組んでいる。

【共同による草刈り作業】 【作業受委託、共同作業】



［集落の将来像]
〇当集落では、農業者の高齢化などにより、今後、耕作放棄地の広がりが懸念されることから、担い手

を中心とした、農業機械での共同利用の推進、労働力不足を解消するための作業受委託などに取組む。

［将来像を実現するための活動目標]
○機械・農作業の共同化等営農組織の育成
○地場産農産物等の加工・販売組織の育成
○鳥獣による被害の防止対策、維持管理

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田144ha） 農地と一体となった周辺 耕作放棄されそうな農用地につ
林地の下草刈り等を行う いては、集落内外の担い手農家
（年２回） や第３セクター等による利用権

個別対応 の設定を行う
共同取組活動

個別対応
水路・作業道の管理
・水路清掃草刈（年２回）
・農道草刈（年２回） 機械農作業の共同化

(麦の播種作業等の機械共同化
共同取組活動 を60haで実施、目標10ha）

共同取組活動
農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時）

協定農用地への柵、ネット等の
共同取組活動 設置、作業道の設置、排水改良

等簡易な基盤整備を行う

共同取組活動

４．今後の課題等

・対象農用地の管理をはじめ共同取組活動は、適正に実施し計画した目標を達成する。

集落全体の農業収益の向上を目指し有効に活用する。

農産物直売所「さくら」の運営主体をどのようにするか法人化等を含め検討中

［第２期対策の主な成果］
○ 水路管理、農道管理の適正な維持管理ができた。（水路の清掃 500m、水路の補修 300m）
○ 離農等による、耕作放棄地の新規発生が防止できた。（新規発生面積０ha）
○ 鳥獣害対策として鹿柵を道営中山間総合整備事業により整備し、被害の低減が図られた。


